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ついては，計測項目ごとに有意性を検定 (t-test) し，乙の結果より， 42種の計測項目中，歯科矯正
学の臨床的応用に有意と考えられる計測項目を選びだし，乙れら選出された計測項目について，正常
グノレープの平均値と，計測値の分散の70%水準での信頼区間をしめす折線図表を作成した口





2 . c1ass I di vision 2 の不正佼合グノレープは，ほとんどすべての計測項目で，正常グループと有
志差をしめさなかった。
3. 正常ク勺レープおよび、各種の不正佼合ク勺レープ聞の平均値差の有意性検定の結果から，全計測項
目中より，歯科矯正学の臨床的応用に適すると考えられる 16項目を選びだすことができた。
4. 選びだした16項目について作成した正常グルーフ。の折線図表を，歯科矯正患者に試適して，患
者の側貌形態が，歯科矯正治療前 lこ較べ治療後に正常ク勺レープのそれに近づくような変化をなしてい
ることをしめす評価成績をえた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，日本人成人女子について，規格顔面写真による側貌の形態的研究を行ない，新らしい観
点から種々検討を加えたものである。すなわち，側貌における基準線と各計測線とがなす42種の角度
を計測し，乙の{直を統計処理して，まず，正常校合ク勺レープにおける値を定め，これと各種不正校合
グノレープとの差異を切らかにした口ついで，この比較結果にもとづき， 24種の計測項目のうち各グノレ
ープの特徴を知る上で重要と認められた16項目について，正常グループの折線図表をつくった。さら
に，これを標準として，歯科矯正患者の治療前後の計測値を図表内に plot して検討を加えた結果，
測貌の診断や治療による変化の判定に役立つことがわかったD
要するに本論文は，歯科矯正学における側貌形態の研究に関して，従来の方法 lこ新らしい道をひら
き，その臨床的応用についてひとつの客観的な子がかりを与えたものであり，歯学臨床に貢献すると
ころ大である。
この点において歯学博士の学位を受ける充分な価値あるものと認める。
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